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い の ち の 電 話

宮 岸 勉

「いの ちの電 話 」 とい う相 談機 関 が、民 間 の ボ ラ ンテ

ィアの 努 力 に よっ て全 国 に5つ 設 け られ て い るこ と を御

承 知 の 方 は 多 い。 そ して 、 その 中の1つ が 昨年 の1月25

口に開 局 した 「北 海 道 いの ちの電 話(札 幌 市)」 で あ る。

この 機 関 は、 その性 格r.、 運営 に必 要 な経 費 をすべ て 地

域 の 人達 の 寄 付 に よ って ま か なって いる が、 当然 の こ と

な が ら台所 は火 の車 で あ る。 しか し、 この 機 関 の利 用 者

(利 用 せ ざる をえ な い人達)は 年 々d」び ただ しい数 に⊥

り、 東 京の 相 談員 達 は24時 間体 制 を とって 、 いつ で も、

ど こか らで も相 談 電 話 が か か って くるの を待 ち うけて い

る。 さて 、 その相 談 の 内容 で ある が、 自宅 の 受話 器 を気

軽 に(?)取 り上 げて悩 み事 を話す こ とがで き るせ い か、

家庭 内 の ごた ごたや 入 生相 談 に類 す るもの が きわ めて 多

く、 自殺 をほ の め かす深 刻 な相談 は ご く少 数 で あ る。 そ

れ も当然 で あろ う。 昨 今の よ うな世 の 中 と い えど も、 ひ

た す ら自殺 を考 え、 死 ぬ しか ない と思 いつ め る人 達 が そ

う沢IIJ居 て は困 るの で あ る。

ところで1旭 川 市 内 でも一昨 年 の秋 ごろ か ら 「い の ちの

電 話 」 を設 置 で きな いもの か と考 え る人達 が出 は じめた。

しか し、 この ア イデ ア を実現 させ る には一体 どの よ うな

計画 をたて 、 それ を どの よ うに進 めて い っ た ら良いの か、

その 資金 は…・・…(?匙 い うこ と か らは じまって 、 人[134万

人程 度 の旭 川 市 と1モ 万 都市 の東 京 都 とで はボ ラ ンテ ィ

アσ)集ま り具 合 が ど うで あ ろ うか 、 その養 成 を どの よ う

にお こな うの か 、24時 間の 相 談体 制 が ・r能か ど うか等 々

の 難 問 を解 決 しな けれ ば な ら ない。

そ こで まず 、 この1～2年 間 に ク ロー ズ ・ア ップ され

て きたt:Fl少年 の 自殺 に目 を向 けて 、 その予 防 対 策 につ い

て の 啓蒙 活 動 か らは じめ る ため に 「旭 川 自殺 予 防 懇話 会 」.

と い う集 ま りがで きLが っ な,昨 年 の5月9f3の こ とで

あ る。構 成 メ ンバ ーは教 育 、福祉 、行 政 、医 療 など の各

分 野 の 有志 か らな り、こ れ まで に度 重 な る会 合 をも って

きた 。 そ して 、「旭 川 いの ちの電 話」の 開局 を 目標 と した

第1の ス テ ッ プと して 、 この 懇話 会の 中 に企 画委 員 会 と

研 究 委 員会 の2つ が設 け られ る とこ ろ まで きた。私 は研

究 委 員 の1人 と して、 心理 学 の 岩渕 助 教授 、教 室 の 高橋

助 教授 と も ど も参加 させ て も らっ て い るが 、 今、 も っ と

も熱 心 な論 議 の 対 象 に なっ て い る問題 は 、相 談 員 養成 講

座 の 内 容 を どの よ うに作 ろ うか とい うこ とで あ る。何 し

ろ、 相 談 員 に なっ て くれ る ボ ラ ンテ ィアの方 々は 、 その

多 くが家庭 の 主婦 と推 測 され、 この方 々 の生 活経 験 に も

とつ いて 充分 に対 応 で き る電 話相 談 も 多い こ と とは いえ、
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時 には神 経 症 や うつ 病 の患 者 さん〔?)で、 まだ病 院 を訪 れ

た こ との な い人 か ら 「死 んで し まいた い」 とい う電 話 が

か かっ て くる こ とも あろ うか と考 え る と、相談 員 にな る

た め には 、 あ る程 度 は 精神 疾 患 につ い ての 知識 を もつ よ

う要 求 され る こ とに なろ う。 また 、 カウ ンセ リ ングにっ

い ての経 験 も大切 で あ る。 あれ や これ や を考 え合 わせ る

と、講師 団 と受講 者 双方 の時 間的 制 約 も あ って、 一通 り

の カ リキ ュ ラム を消 化 す るの に必 要 な期 間 を6カ 月程 度

とみ な さな けれ ば な らな い。 かっ 、相談 員 の 市外転 出 な

ど によ る 欠員 を順 次 補 充 して い くこ とが必 要で あ り、 そ

の ため に は養 成講 座 を毎 年の よ うにお こ な わな けれ ば な

らない。 と にか く大 変 な こ とで あ る。

さて 、「いの ちの電 話(LIFELINE)」 とい うか らには、

い ま自殺 を考 えて い る当 人 に、 そ れ を思 い とど ま らせ る

役割 が期 待 され よ う。 つ ま り、 自殺 予 防の 第1段 階 が 、

自殺 をほ のめ か すサ イ ンをH常 生活 の 中 か ら誰 かがF'7_期

に察 知 す ることにあ るとすれば、電 話 相談 は、 すで に第2

の段 階 に 入 って しま った ぎり ぎ りの問題 で ある こ とを意

味 して い る か らで あ る。 しか し、 当人 が思 いあ ま って受

話 器 を}に 取 る前 に、 す な わ ち第1の 段 階 で 、 自殺 を決

意 す るほ どの悩 み事 が処 理 され れ ば、 「いの ちの電 話」

も不要 とい うもので あ る。 是 非 そ う願 い た い とこ ろで は

あ るが 、残 念 なが ら現 実 は きわ め て悲観 すぺ き状 態 で あ

っ て、 この電 話 の必 要性 は 今後 も決 して な く な らない。

その理 由 と して は、昨 年9月4日 の 某新 聞 記 事 を1つ

だ け御紹 介す れ ば充 分 で あ ろ う。9月1日(1日 間 だけ)

の道 内 の家 出 少 年数 は285人 に[=っ て い るが、 この 少 年

達 の 親 の 中で わ が 子 を探 してほ しい と願 いiた の は、 わ

ず か に57人 だ けで あ った 。残 り80%の 親達 はそ の時 ど う

してい た の だ ろ うか。 子供 が家 出 を しよ うが、 自殺 を 考

えよ うが 、親 と して ま るで関 知 し ないつ も りで も あ るま

い が、件 の新 聞 記事 にす ら気 がっ か な か った に違 いない,,

とに か く、親 の顔 が 見た い と は ま さに この こ とで あ る。

しか も、 こ の よ うな親達 が 今後 す くな く なる とい う保証

は ど こ に もな い。

「いの ちの電 話」 は、 そ の よ うな親 か ら生 を うけた 少

年達 の た め に こそ必 要 なの か。 むず か しい 役割 を自 ら担

お うと され て い る新 しい相 談 員の 方 々 に、心 か ら御Li]X/1

さ まと申 しr.げ た い。

(精 神 医学 講座 教授)
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国際児童年 に憶 う

北 進 一

1979年 は 、新聞 ・テ レビで国際 児童 年 とい う耳 新 しい言

葉 と その シ ンボ ルマ ー クまで覚 え させ られ た。 一 体 、 い

つ か らで きた言 葉 なの か興味 を持 って調べ てみ ると 、1924

年のGeneve、 お よ び1959年 のNewYorkで の国 際 連 合

会議 に お い て 、 児 竜 権 利 宣 言 が 行 わ れて い る。 そ して

1976年 第31[・】国際 連 合総 会 でNewYork宣 言 が 採 択 さ

れ 、満20年 に当 た る1979年 を、国 際 児童 年(lnternati-

onalYearofChild)と す る こ とが宣 言 されてい る。

一一方
、 わ が国 に おい て は、 戦 後 ま も な く の 昭 和23年

(1948)に 児童 福祉 法 、 昭和26年(1951)に1よ 児童 憲 章 、

そ して昭 和40年(1965)に 母f一保 健 法 が公 布 されてお り、

児竜の 福祉 面 の施 策 が、整 備 され て きて い る。

NewYork宣 言で の 児竜 の権 利 と して 、

1)人 種 ・国 籍 ・信 仰 にか か わ らず 保護 され るこ と。

2)身 体 的 ・道徳 的 ・精神H勺 に正 常 に発 達 す るよ うに な

され る こ と。

3)食 が与 え られ 、疾 病 は治 療 され、発 達 の お くれは 助

け られ る こと。

4)社 会救 済 お よび保 障 の処 置 を全面的 に受 け られ る こ

と。

な どが謳 われ て い る。 文字 の上 で 見 る限 り、 どの項 目 も

感 覚的 に 当然 な問題 ば か りで あ るが、 口本 の場 合 、児 童

は これ ら項 目 の全 て を満 た して 、幸 福 な 日を送 っ て い る

のだ ろ うか。

近 年 、乳幼 児死 亡率 が著 し く低 下 を示 し、重症 感 染 症 ・

重 症 消 化 不 良 症 ・急 性 伝 染 性 疾患 も減 少 して い る。 こ

れ は治療 技 術の 進 歩 や、 これ に伴 う検査 技 術 、 薬剤 の 開

発 ・進 歩 の お か げで あ ろ う。 ま こ とに喜 ば しい こ とで あ

る。

しか し、そ の一 方で は、精 神 薄弱 児 ・脳 性 小 児麻 痺 な

どの 、 い わゆ る重 症心 身 障害 児 に対す る国 策 は 決 して 充

分 に行 わ れて い る とは思 われ ない 。私達 の領 域 だ け を見

て も、 こ れ らhandicapchildの 歯 科 治 療 は 置 き去 りに

されて い るよ うな現状 に あ り、 当科 にお い て も この子 供

達 だ けを 専門 に扱 うわ け にも行 かず困 惑 して い る次 第 で

あ る。 また、3歳 時検 診 にお け るウ蝕 罹 患 率 は極 め て 高

く、全国 的 にみ て も北 海 道 は特 にひ どい 。歯 科 医療 を担

当す るわ れわ れの 努 力の 至 らな い こと を痛感 す る。全 国

的 に最 悪 とい えば 、交 通 事故 死者 の トップ も また北 海 道

で あ り、殊 に幼 稚 園 児の 列 に トラ ック が突 っ込 んだ とか、

バス停 で待 って いた学 童 が暴走 車 にはね られ た、 など の

記 事は 、 タイ トルだ けで 内 容 は読 む に耐 えな いほ どの心

の 痛 み を憶 え る。 さ ら に注 目 され るの は、 中学 ・高校 生

の 自殺 が増 加 して お り、 しか も小学 生 もが 自 らの 命 を奪

って い る こ とで あ る。 その原 因 も些 細 な こ とが 多 く、特

に家 庭 で の膜 、教 育 が余 りに も等 閑 に付 され て い るの に

驚 く。

つ いで なが ら私 の 専 門 土 、気 にな る こ との1つ にf供

達 の 食 事の 際 の マ ナー の 悪 さが あ る。 給 食 な ど#t止 して

も らい た い もの だ と思 うほ ど 、 あの先 割 れ ス プ ー ンに腹

が 立っ。 わ が子 の場 合 に限 っ て も、何 度 繰 り返 し注意 し

て も姿 勢 が悪 く、 食器 を持 ちLげ ず に 口 を も っ て 行 く
"犬 食い"

。唇 を閉 じて咬 ま ない グチ ャ グチ ャ、 ゲチ ャゲ

チ ャ。つ い には 拳骨 ふ り.ヒげ る結 果 と相 成 る。 しか し、

この時 間 を放 置 して成 人 した もの は 、完 全 に 丁・遅 れ で 、

ロー 杯 に して しゃべ り、 食 器 を カチ ャカチ ャ鳴 ら し、 ゲ

チ ャゲ チ ャ咬 む の が ど れ程周 囲 を不快 に して い るの か解

って い ない。 いや 、注 意 を して も、 これ ら人種 は 多 くの

場 合 、 本気 で 改 め よ うと しな い傾 向 が あ る。車 を運 転 し

て い る者 は、 道 行 く人 が邪 魔 くさ く思 うの と同様 の 失 礼

極 ま るエ ゴ イ ズムで あ る。

国 際 児童 年 に あた り、 児童 の健 康 を守 る医療 担 当 者 は

勿論 の こと 、両親 を は じめ 、 児童 を取 り巻 く 多 くの 人 々

が協 力 して、 よ り良 い環 境 の ドに児童 が育 っ べ く真 の 児
.竜福 祉 国家 に な るこ と を願

っ て い る。

しか し、 こん な事 を 書 く と結 局 は 自分の 行 動 が制 限 さ

れ 、子 供 の起 きて い る時 間 内 は夫 婦喧 嘩 もで きず 、酔 っ

て帰 れ ない こ と にな るの だ が・…・…。

(歯 科11q外 科 教 授)
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小野寺 壮 士
口

前 号 の"か ぐ らお か"に もニ ユー ス と して取 り⊥ げ ら れ

て いたが、学 生 諸君 が夏 休み で くつろいでい る間 に 、1日

を費 して第4回 目の 医学 教 育 ワー クシ'ヨップ が行 われた 。

こ の 頃 よ く耳 に す る の で あ る が 、 ワ ー ク シ ョ ッ フ

(Workshop)と は、工 場 、f士事 場 とい う意味 か ら転

じて 、実技 を伴 うよ うな研 究 ・討議 会 と受 け取 られ て い

る。 そ して 、全 員 が積極 的 に実 技 や討 論 に参加 す るこ と

が原 則 で あ って 、 グルー プ実 習 や徹 底 討議 を くりかえす。

1週 問 、2週 間 あ るいは そ れ以 ヒ続 け られ ることもあ る。

討 論 のPI滑 化 をは か るた め タス クフ ォー ス(taskforce)

とか コ ンサ ル タ ン ト(consultant)と い う名の経験 者 が 加

わ るの が普通 で あ る。 学 習 の1つ の形 式 で あ る。

旭 川 医 科 大学 の 医学 教 育 ワ ー ク シ ョップ は既 に3回 行

われ て い る。第1回 は50年8月22～24LI(カ リキ ュ ラム

プ ラ ンニ ン グ)、 第2回 は51年8H20-21日(評 価)、 第

3回 目 は52年7月27--28H(臨 床 実 習)で ある。参加者 は、

第1回 ・2回 は1こと して 教授 あ るい は予 定 者 、第3回 は

各 診療 科 の 実習 責 任 者(助 教 授 中 心)、 関 連 教 育 病 院指

導 医代 表、 さ らに附属 病 院看 護 部 ・検 査 部 ・放 射 線 部 か

ら も出席 して も らい 、初めての 臨床 実 習 に入 るためのウオ

ー ミング ア ップの よ うな もの で あ った。 そ もそ も診 療関

係 者養成 課 程で は、看 護 婦 養成 シ ステ ムの 方が医 学 部 よ

り も教 育 論 的 に は 一歩 も 二歩 も進 ん で い るので あ って 、

教 育 の 専門 家 の意 見 が カ リキ ュ ラム の端 々 まで行 き届 い

て い る。 この と き も、 看護 部代 表 の理 解 の 深 さ、適 切 な

討 論 の リー ドに 大 いに感 服 した もの で あ った 。医 学 生 の

教 育 は 、 い わば 、先 輩 が あ らわ れて 一生 懸 命教 え る。教

えた っ も り習 っ たつ も りで 双方 に充 足感 が あっ て も、 と

きに客 観 評価 の点 で は難 の 残 るこ とが あ る。 こ うな る と

知 恵 を絞 ら なけ れ ばな らな くな っ て くるの で あ る 。

カ リキ ュ ラム と い うこ とば は コ ー ス とい う意味 で あ っ

て 、学 校 の 教育 課 程 を表 わす の に用 い られ る。 も う1っ

シ'♪バ ス(syllabus)と は、一一一連 の 講義 の 教 科細 目 と もい

うべ きもの で 、時 闘 割 の ほ かに シラバ ス が よ く理 解 さ れ

る状 態 で な けれ ば、 カ リキ ュ ラム は具体 的 な もの に な ら

ない 。

旭 川医 科 大学 の臨 床実 習の カ リキ ュ ラム ブ ッ クは必 要

に迫 られ て一・足 早 くで き一Lが った。 そ して昨 年 、一一般 教

育 か ら臨床 医 学 の講 義 の とこ ろ までの 分 がで き あが った。

なぜ 早 く作 らなか っ た か とあ ま り責め ない で も らいたい。

何 しろ1回 生 は 、 卒業 の時 期 が きま って いて 、 入学 の 日

がな か なか きま ら なか った と い う難 しい問題 を かか え て

い たの が事 の 起 こ りで あ る。 緊急 の場 合 は、 で きると こ

ろ か ら手 をっ けれ ば よい ので あ る。

人 にい わせ る と、教 育 とは学 生 の 可能 性 を伸 ばせ ば よ

い のだ そ うで あ る。 医 学部 で は リベ ラル アー ツ を教 え て

い る わ けで な いの で、 あ らぬ方 面 の 可能 性 につ いて は あ

ま りお手伝 い しか ね る。 旭川 医 科 大学 の学 生 で 自 ら医 ≠

を放郷 して い る とい うもの は い ない。 大抵 の もの はか な

り頑張 っ て い る ら しいの で あ るが 、問 題 は客観 評 価 に堪

える か ど うか とい うこ と にな って くるの で あ る。 ワー ク

シ ョップ 、第1同 ・第2回 は こ こ らあた りに重点 をお い

た もの で あ る。 この場 合 、似 た よ うな こ とを毎 年 く りか

え して もよ いの で 、 そ れは受 け と る方 が前年 よ り進 歩 し

て きて い るの で 前 と は異 なっ た反 応 を示 す か らで あ る。

昨年 の 第4回 目の ワ ー ク シ ョップ は 、"初年度学 習 の 諸

問題"と い うこ とで 、.セ体 は 般 教育 教 官 と教務 委 員 、

臨床 カ リキ ュ ラム 専門 部 会 その 他 の教 官 で あ った が、特

筆 すべ き こと は、 昨{=し た1回 生 の 代 表 者 と して6

名の教 官 、 大学 院 学生 、研修 医 な どの 方 にも加 わ って も

らった こ とで あ る。 カ リキ ュ ラム関係 の シス テム にiLlll

の 諸君 に加 わ って も ら うこ との是 非 に は議論 が 多い。 し

か し、 奉業直 後 の 諸君 は新鮮 な記憶 の ヒに ・kって よ り客

観 的 に もの を み る こ とがで きる はず で あ る,,委 細 は こ こ

で 触 れ る余裕 は ない が 、 いろ い ろ示唆 に2nむ 意 兄があり、

大い に参 考に な った 、,

カ リキ ュ ラム は常 に動 いて い るべ きで あ って 、停 滞 す

るの は退 歩 とい え るの で あ る、、カ リキ ュ ラム は"生 きて"

いな け れ ばな らず 、"病 む"よ うに なる と動 きは鈍 くな

る。 さる 人が 、diseasesofcurriculumを 列 挙 した,、

f列えば 、curriculumsclerosis、carcinomaofthe

curriculumま たcurriculumossificationな ど とい う

病 気 が あ る そ うで あ る。専 門 課程 に人 っ た学'1三諸 君 は容

s�にそ の病 い の重 さ を想像 で き るで あろ うが、医 学教 育

ワー ク シ ョップ は 、 こ うい った 悪性 の``病II勺状 態"に 陥

らない た めの 自己点 検 と考 えて よいの で は なか ろ うか,、

予 防 は常 に治 療 よ り有 効 なの で あ乱 、

(内 科 学第 ・講座 孝交授)
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∫楚1:療右井鯖 騨ll鉱堂 章紹1誓 介 冤
、匁 ・

■ 内科 学 第一 講座 ■ 坂 井 英 一

当教室 の 発 足 は旭 川 医科 大 学 の開 学 と同時 で 、昭 和48

年9月29口 で あ る。 その後 大 学 の充 実 、拡 張 と とも に歩

み 、昭和50年8月 には基礎 臨 床研 究 棟(第1期 工 事)が

竣 工 し、現 研 究室 の一 部 が使 用 可能 と な り移 転 、昭 和51

年11月 に は附 属病 院 の開 院 とと もに診 療 を開始 した。 そ

して昭和54年5月 には第1期 生5人 の新 人 を教 室 に迎 え

た。 現 ス タ ッフ は小野 寺 教授 を始 め 、坂 井助 教授 、飛世 、

山 ド両 講師 、助手5、 医 員4、 大 学 院 学 生1と 事 務 官

(畠 さ と美)の15名 で ある。

当教 室 は主 と して 循環 器 、呼 吸 器疾 患 の 診断 と治療 に

力 を注 い で お り、入 院患 者 の80%以 上 は この領 域 の 患者

で あ り、冠 動 脈疾 患 、 高 血圧 、弁膜 症 、肺 癌 お よび慢 性

閉塞 性 肺 疾患 な どが 多い。 これ らの 患 者 につ いて 、超 音

波 、RI,CT、 気 管 支 フ ァイバ ー 、肺 機 能 検査 、心 臓 カ

テー テ ル、 由1管造 影 、冠 動 脈 造影 な どを駆 使 して病 態 の

把握 に努 め て い る,,そ して業 務 の性 格 上、 心 肺蘇 生 術 を

含 む救 急 処 置 も 多い 。

研究 と して は冠循 環 、肺 循環 、左 室機 能 およ び 右室機

能 と両室 相 々:の関連 な どの循 環 動態 を明確 にするために、

犬 を用 いて 実験 を行 い、 そ の結 果 は循環 器 学 会 、胸 部 疾

患 学 会 、脈 管学 会 などで 報告 され て い る。 また肺 癌 の 早

期 発 兄 の ための 細胞 診 断 、肺 癌 患 者の 免疫 化 学療 法 の さ

いの 細胞 性 免疫 能 につ いて も研 究 を行 って お り、 こ れ ら

に関 す る研 究 のた め 、坂 井 が昭 和52年9月 よ り1年 間 、

文 部省在 外 研究 員 と して イギ リス 、 アメ リカに留 学 した。

祈II窒医 科 大学 の 臨 床 教 室 は 、学 生教 育 の成 果 を問 い

(phase))、 診療 を充実 し(phase2)、 研 究の展 開(phase3)、
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その結 実 をは か り(phase4)、 そ の基礎 は確 立 す る。 本

年 度 か らはphase3に 入 る もの と教 室 員一一同 、心 を新 た

に して い る,,

定 例 行 事 と して 、 月 ・木曜 の新 来 診察 、 月 ・金 曜 の病

棟総 廻 診 、 月曜 の 症例 検 討 会 、水 曜の抄 読 会 などが ある。

リク レイ シ ョン と して は野 球 、 スキ ー な ど、歓 迎 会 や忘

年 会 な どの 会 も時 期 にあ わせ て行 い ・同 の 和 をは か って

い る。 昨 春 か ら加 わ った5名 の新 人 の臨 床 能 力 の向}=は

ま こと にめ ざま しい。 多数 の2期 生 の諸 君 が これ に続 く

こ と を期 待 して い る。

(内 科 学 第 講 座 助 教授)

課 外 活 動 報 告

シリーズ1

世界旅行研 究会"Vagabond"

講 演 と映 画 の 集 い を終 えて 上 田 譲 二

世 界旅 行研 究 会"vagabond"は 旭 川 市 内 の海 外 旅行 マ

ニ ァの グル ー プ 「ケチ ケチ 海外 旅 人 の会 」 と合同 し、去

る12月16日 、拓銀 ビル9階 ホ ー ルで 「荒 巻 義雄 、古代 か

らの メ ッセ ー ジ」 とい う タイ トルで 講演 と映 画 の集 い を

催 した。

講 師 の 荒 巻氏 は 、伝 奇 推理 部門 で は半 村 良氏 と と もに

双 壁 と言 われ、 ユ ニ ー ク な発想 と視点 か ら80年 代 最 も期

待 されて い る作 家 の1人 で あ る。

第1部 は 「世 界の遺 跡 散 歩」 とい うタ イ トル で行 われ、

氏 の ざっ くば らん な話 しっぷ り と、 ス ラ イ ド、地 図 な ど

を用 い た説 明 は 、会場 の お年 寄 りか ら子 供 まで の幅 広 い

聴 衆 を イー ス ター島 、 メ ソポ タ ミアの謎 な ど、超 古 代 史、

占代 史 の謎 の世 界 にい ざな った 。

第2部 の 「荒 巻氏 と語 ろ う」 とい うコー ナ ーで は 、聴

衆 と荒 巻氏 の 楽 しいや りと りか ら'講 演 会"ら しくな い

うち と けた な ごや か な雰 囲 気 に包 まれ た。

第3部 は イン ド政 府 の 協 力 に よ る映 画 「南 イ ン ド」 他

1本 の 上映 を した 、,この あ と 「SOSイ ン ドシナ難民 母

と子 を救 う募 金 」 を会場 で呼 び か け、 善意 あふ れ る 多額

の お金 が集 め られ、直 ち にユ ニ セ フ を通 して イ ン ドシナ

の 子供 達 に送 られた 。

世 界旅 行研 究 会は 、旅 に出 られ な い人 に は"夢"を 、

旅 に 出 られ そ うな人 には"勇 気"と"方 法"を 、旅 に出

て帰 っ て きた 人 には 新 た な"期 待"と"希Lnf-."を 、 と願

って創 設 され た 会で 、 今 回の 溝 演 会 も これ らの 趣 旨 に そ

って企 画 構 成 された 。

今 後 も、 海 外 の旅 の 楽 しさ を共 に語 るた め 、旅 の仲 間

の輪 を広 げ るた め に、 積極 的 に活動 を続 け て い きた い と

思 う,,又 、作家 のF氏 、著 名 な 女流 旅 行 家K女 史、 冒険

家U氏 な どの 旭 川招 聰 を企画 中 で あ る。

地球 は思 った よ りも狭 い。 勇 気 を出 して この 素 晴 ら し

い地球 をあ なた の もの に してみ ませ ん か。

q":界 旅 行研 究 会"Vagabond")
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奨学 制度 につ いて

本学には、日本育英会と都道府県等の奨学制度があり、

この制度は、学業成績優秀かつ学資負担者の経済的理由

により、学業に専念できない学生に対 し奨学金を給 ・貸

与するものです。希望する学生は、自分に適 した制度に

応募されると良いでしょう。

なお、本学で取り扱っている各種奨学団体の奨学金は、

ド記のとおりです。

(学 生 課)

各種奨学生数(昭 和55年1月10日 現在)

「 名 称
1

日
本

育

英

会

奨

、　、
金

.
[

貸与目額

般 貸与IIQ

芋

り

を

・ナ

噛
丁
旧り
ー

牽

11宅

通'∫'

自宅外
通 学

00

器!
oo

oo
oo

O

O
O

、遙
(23
認2
001

層,院i,0,。 。。

訓

北海道医学彦r資金

長野県医掌修掌資金

福咋県医学修学資金

勇鵜翼 き地勤務医
帥等確保1彦r資金

田崎市公衆衛生修学
資盒

旭 川rl1奨 汐金

r一 一一ぼ

50,000

50,000

50,000

40,000

30,000

10.000

I
I柴 「ilr}f奨 ゴ 金15,000
1ト ロ　 ア

函 館 市 奨 了「金8,000

網 走 市 奨 学 金a,000

魏 緊療職員養成 ・・.…

金

へ銅

学

英

奨

育

へ叩

日ん

-

鉱
趣

艇

恥
通

住

一財
交

0006角ア
危
ツ

r

へ

奨

ノ

ー7
団

財

旭
英

00002
去囲

財1月法人
占 川 育 英 会

財.M法 人

鉄 直弘済会奨掌金

財1肱 入
南 条 育 英 会
財 月1、人

杉 村 異 盤..L「ufin纏
1・倉

i1ild法人

11本 通運 育 英会

財1肱 ノ、
メ(阪 府 育 英 会

童 藤 育 英 会
明1台製菓育英基金
奨r'資 金

神紬1民医連憶ゴ』金

「"己　.連医'ダ'修学 資 金

計

数

一

7勾
よ数

.ダ

延

籍区

zo,000

19,000

16,000

10,000

14,000

10,000

5,000

to,000

15,000

35,000

50,000

第1学年

17

5

72

8

42

1

i

1

3

45

奨 臼∫=生 数

第37年 第4'1一年第2学 年

iz 12124

5310

16114

33遭

1i3

1

34

1

1

1

1

7

36

19

43

3

1

1

1

t

1

1

1

1

1

1

13

56

135ioa⊥lo8101

第5学年第6学年

16112

計

93

3117

12!13

31

9

1

1

1

z

14

45

95

26

11

i

1

4

17

93

92

86

8

204

27

1

1

1

1

1

1

1

1`

1

1

2

1

t

i

1

1

1

t

i

1

1

6

55

259

備r,日 本育 会奨学 金貸 与額 の 〔

度 入学 生の貸 与月額で あ り、〔

度 人学 生の 貸慶チ月額 であ る。

639

)内 は、昭 和51年 度及 び52年

〕内 は昭 和53年 度及 び54年

G

昭和54年 度 学生 団体

本学 で は、体 育 系27、 文 化 系19の 届 出学 生 団体 が活 動

を行 っ て い ます。

各 サ ー ク ルの責 任 者等 は次 の とお りで す 。(学 生 課)

昭 和54年 度 学生 団 体 一覧

(H召禾055fFl月2311王fit:)

体育系学生団体 文化系学生団体 合 計

団 体 数 28 20 48

加入学生数 sos 313 919

体 育 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧問教官

ラ グ ビ ー 部 zs 清水 重男 鮫島 夏樹

準 硬 式 野 球 部 26 土田 晃 坂 井 英一

卓 球 部 36 森本 典雄 岩淵 次郎

陸 上 競 技 部 7 稲尾 茂則 美甘 和哉

ス キ ー 部 33 佐藤 綾1 東 匡伸一　
ゴ ル フ 部 25 紀 野 修 一・斎藤 孝成

ボ デ ィ ビ ル デ ィン グ 22 石川 雅嗣 芳賀 宏光

硬 式 庭 球 部 40 程塚 明 米増 祐吉

バ ド ミ ン ト ン 部 28 山崎 左雪 山 ド 裕久

バ ス ケ ッ トボー ル 部 22 多田 博 ヒ田 則行

空 手 道 部 17 二木田 光 佐藤 利宏

柔 道 部 11 姉川 孝 青木 藩

サ ッ カ ー 部 28 高橋 康一=水戸 廼郎

バ レ ー ボ ー ル 部 20 大滝 憲二 倉橋 昌司

剣 道 部 23 永瀬 厚 原 田 一典

山 岳 部 12 泉 直人 八幡 剛浩

弓 道 部 30 伊藤 隆雄 黒島 農汎

徒 歩 旅 行 の 会 16 品田 雅博 笹森 秀雄

ア ー チ エ リ ー ク ラ ブ 9 工藤 育男 丸子 基夫

少林寺拳法 同好 会 z 竹嶋 康人 竹光 義治

自 動 車 部 25 山村 浩然 原 田 一 典

大東流合気武道クラブ 5 星川 義人 中島 進

軟式テ ニス愛好 会 25 吉川 裕幸 宮岸 勉

硬式テ ニス同好会 21 大畑千鶴子 河原林忠男

ス ポ ー ツ 愛 好 会 15 道籔 裕 石井 兼央

ス イ ミ ン グ ク ラ ブ 46 辻 和之 竹光 義治

ア イス ホ ッケ ー ク ラ ブ 20 伊藤 善也
'「 「 一一

山日 聡

美i和 哉

軟 式 野球 同 好 会 14 鯉 予日出征
　 一

文 化 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧問教官

写 真 部 15

凸m

錫谷 達夫 星野f介

英 会 話 ク ラ ブ 21 伊藤 博之 保坂 明郎

医 療 研 究 会 45 西野 共子 鮫島 夏樹

天 文 ク ラ ブ 15 工藤 伸.・ }:[1田 逸 朗

茶 道 部 14 菅沼由起子 吉田 征子

脳 研 究 会 5 宮坂 史路 育木 藩

桟 敷 文 の 会 16 関口 雅友 板倉 克明

映 画 研 究 会 23 中井 寛明 建部 高明

将 棋 部 zi 平池 則雄 1;口勇次 郎



室 内 遊 技 研 究 会 28 佐々木公則 寺山 和幸

ドイ ツ 語 研 究 会 8 辻 和之 丸子 基夫

JazZ研 究 会 17 布村 健一 大熊 憲崇

囲 碁 同 好 会 9 高田 稔 芳賀 宏光

ARCADIA(ア ルカ列 ア) 14 新堀 大介 原 田 一典

美 術 部 6 多田 博 小川 秀道

ギ タ ー 同 好 会 13 石田 栄 原田 一典

世界旅行研究会"Vagabond" 7 上田 譲二 丸子 基夫

音 楽 研 究 会 15 松田 年 土肥 聡明

漫 画 研 究 会 11 三上 泰久 高橋 三郎
ミニコミュニケーション研 究会 10 大山 昌宏 原田 一典

石油消費節約への協力お願い
テレビ、新聞等マスコミで報 じられているので知って

いる人も多勢いると思いますが、第55回 石油輸出国機構

(OPEC)総 会で原油価格決定は、各国の自由裁量にま

かされるという決定がなされ1バ ーレル30ド ル時代に突

入することになりました。

これを受けて石油づけの日本では石油消費節約を、54

年度5%、55年 度 には7%と より一層の節約に、努めな

ければならなくなりました。今後のエネルギー供給のむ

ずかしさを考えるとき、石油の99.8%を 輸入に依存 して

いるという事実の弱さ、不安定さを考えさせられます。

たとえば現実に石油不足の事態に直面した場合、これに

どう対処するかはきわめて多くの問題を含んでいます。

石油に代わるエネルギーとして石炭の見直 しが叫ばれて

いますが、これとて、10数年前まで産業や暖房用として

使用されていました。それが石油に置きかえられたのは

「割安」、「使用しやすい」といった理由のほか、環境を

汚さないという点が、高く評価されていたからです。ま

た原子力には安全性確保や、使用済み燃料の再処理問題

があり、大陽熱や潮力などの自然エネルギー実用化には、

まだ無理があります。したがって、この機会に、限りあ

る石油の消費を極力節約する努力を産業、家庭等あらゆ

る分野で行 う必要があり、それには省エネルギー対策～

すなわちムダを省くこと、省資源への工夫を真剣に考え

ることにあると思います。

本学でもこれら事態に対処すべく節約を徹底するため、

学内に省エネルギー対策の委員会を設けて、α)室内暖房

温度を19度平均に保つ。(ロ〉出入ロ ドアーの開放厳禁。囚

各室の蒸気パルプ開閉の励行。⇔未使用室の暖房通気停

止。4t)不在室の消灯厳守。囚支障のない範囲での照明器

具取り外し。(ト)エレベーターの運転台数の制限。(3-)節約

に関する広報活動等の実施を図り、より一層の消費節約

を推進していきたいと、考えています。今迄述べたこと

について、皆さん方一人一人が、理解と協力のうえにた

って、身近なところから節約を実行 していくことにより、

石油消費節約の成果があがるものと、期待 しております。

この号が出来上る頃には、北海道も本格的な冬に入って

おり・戸外では北風が吹き、雪が舞ってますます寒さが、

厳しくなっている季節です。この消費節約を全学一体と

なって 実 行 して い きませ ん か 。 (会計課)

臨床 講義棟 の増改築
前号では、入学定員が20名増になったことに伴い講義

実習棟の一部が増改築されたことを掲載しましたが、本

号では、昨年12月 に完成した臨床講義棟の増改築部分に

ついてお知らせします。

なお、工事の概略と平面図は次のとおりです。

1.更 衣ロッカー室の拡充

イ)男 子ロッカー室

360名 分の更衣ロッカーが収容可能

ロ)女 子ロッカー室

56名 分の更衣ロッカーが収容可能

2.学 生ロビーの拡充

3.男 子 ・女子便所の増設

特に、男子 ・女子ロッカー室には第4・5・6学 年学

生全員のロッカーが配置されていますので、常に整理整

頓に心掛けて使用して下さい。

〔臨床講義棟平面図〕(関 係分)

破線既設部分

臨
床
第
1
講
義
室

ポ ーチ

口

学 生

妥…劃
ご二 男

ヒ　　

鴇一属繭 醗司 (学 生 課)

昭和55年度大学入学者選抜についで

昭和55年 度大学入学者選抜共通第1次 学力試験の本試

験が去る1月12日 出 ・13日(日)の両日全国272の 会場、及び

追試験が1週後の19日出 ・20日(日)の両日全国7の 会場で(全

国)一 斉に実施されました。志願者等は次のとおりです。

1志 願 者 数 受 験 者 数

全 国 本学試験会場 全 国 本学試験会場
55年 度
54年 度

349,566
341,875

708'333,212
834327,427

650
789

受験者数全国 については全教科 目を受験 した者

又、 本 学 第2次 試験 が来 る3月4日W・5日 ㈱ の両 日

本学 で 実施 され ます。(学 生 課)

課外活動用具の返却について
学生諸君の一部に、課外活動用物品の借用期限が過 ぎ

ても未だ返却 しない者がおり、貸出業務に支障をきたし

ています。他の学生諸君の迷惑になるので、必ず借用期

限内に返却することを望みます。

また、借用物品は、次に借りる者の身になってていねいに取り

扱い、汚損、破損のないように注意すること。(学 生課)

7



悪質海外研修業者に注意!!

最 近 、語学 研 修 等 を目的 と した海 外旅 行 に参加 す る学

生 が 全国 的 に増 えて い ます が 、研 修 内容 ・滞 在地 にお け

る生 活 条 件 ・旅 行 費 用等 につ いて 問題 が生 じ被害 の 発 生

して い る事例 が見 受 け られ ます。

つ い ては 、r`1:={`ul君は、 この種 の 海 外旅 行 に参加 しよ

.)と す る と きは
、 ド記 事項 に留 意 し、 この よ うな被 害 を

受 け る こ との な いよ う ト分 注意 して くだ さい 。

記

1.当 該 事 業団 体 が 社会 的信 用 を有 して い るか ど うか。

2.旅 行 業 者 は運 輸 大臣 登録 が な され て お り、 かつ 、 責

任 を も って 当該 事 業 に係 る旅 客運 送 等 に 当た る か ど う

か

3.内 容 ・条 件 に異 常 な と ころ が ない か ど うか。

(学 生 課)

一 課 外 活 動 短 信一

ラグ ビ ー部

10/26-28東 医体

1回 戦 旭 医 大46-0独 協 医 大

2回 戦 旭 医 大3-38東 邦 大

卓 球 部

11・～3～4斗 ヒ豚…f本=

団体 戦 男 」㌃5位 女f-6/;i_

個 人戦 シ ン グル ス(男)森 本ベ ス ト16

(女)溝 ロベ ス ト8

野原 ベ ス ト16

ダブ ル ス(男)高 桑 ・田代 ベ ス ト8

写 真 部

7月 ミノル タカ メ ラモ デル撮 影 会 佳 作 錫 谷達 夫

9月 全 日本 高 校 野球 フオトコンテス ト 入 選 〃

9月 北 海道 一二科 会 準 入選 〃
ヘへ

世 界旅 行研 究会Vagabond"

12〆16荒 巻義 雄 氏 講演 会 及 び映 画 会開 催

(学 生 課)
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保 坂 明 郎

一 「ほ ん も の 」 の 味 一

一・生 の 内 に は知 らな い ま まで 済 んで し ま うこ とが何 に

よ らず 多いの だ ろ うと は思 う。 しか し近頃 の よ うに怪 し

げ な もの が氾 濫 して来 る と、物 の真 価 とは 一体 何 なの か

腹 も立 って 来 よ うと い うもの で あ る。 もっ と恐 しい こ と

は 「ほ ん もの 」 を知 ら ない世 代 の方 が 多 くな りつ つ あ る

こ とで あ る。

鮨 だ ねの 魚 が 口本 産 で な いの は 止 む を得 ない として も、

粉 わ さび な る 「ま が い もの」 を何時 まで使 うつ も りか。

も うそ ろ そ ろ本物 の わ さび を使 っ て もベ イす る値段 を と

って い るよ うに思 えて な らな い。米 の 品 質 は どん どん よ

くな って い るの に、 鮨職 人の 見識 が疑 われ る。 日本 酒 に

至 って は論 外 で 、誰 を相rに して い るつ も りなの か 、 あ

れはf1酒 で あ る。 年 々洋酒 党 や焼 酎 党 が増 えて 行 くの は

若い 人 だ けの 問題 で は な く、 年輩 者 まで酒 離 れ して い る

か らで あ る。

テ レ ビが放 送 され る よ うに なっ て か ら30年 近 く経 つ と

思 うが、 こ れ また人 の 眼 を曇 らせ るの に 与・って 力が ある。

何 もニ ュー ス とNHK第2だ けで1`分 とい うぽ どお硬 い

こ とを言 うつ も りは な い が、 人間 の 本性 は ド劣 だ とい う

前提 に 航た れ たの で は教 育 者 の端 くれ と して誠 に寒 々 と

す る。特 に芸 能 関 係 に属 す る もので は 、大 学の 落研 や素

人劇 団の 方 が 、(媚がな いだ け)余 程 ま しだ とい うよ うな

の は相 手 に しな い こ とで あ る。 「見な い権 利」 を行 使 す

るの にテ レ ビほ ど簡 単 な もの は な い。

絵 画 ・彫 刻 ・音楽 とな る と私 に は手 に負 えない 。 これ

は戦争 中 に育 った こ とも 多少影 響 して い るだ ろ うが 、 も

と もと私 には素 質 が 欠如 して い る ら しい。 ただ 間違 い な

い と思 われ るこ とは 、秀 れた もの は(こ ち らが素 直 に接

す れ ば)必 ず感 動 を呼 び起 して くれる と い う点 で あ る。

実 は この こ とは ルー ブ ル を始 め と して 、 か な り多 くの 美

術館 を廻 った り、 暇 を作 って は成 可 く音 楽 を聴 きに行 っ

て み て わか っ た こ とで あ る。 そ れ に して も私 の は恐 ら く

主観 的 な もので例 えば、 レ ンブ ラ ン トの 何処 がよ い か未

だ に納 得 出 来 ない で い る。

い ろい ろ と書 い て 来 たの は 、 も ちろ ん 自分 を含 め て、

出 来 る こ とな ら一・流 で あ りた い と思 うか らで あ る。 一・流

とい う言葉 が近 頃妙 なニ ュア ンスで使 われ るの で 、誤 解

の な い よ うに言 い 直 せ ば、 人間 と して 「ほ ん もの」 に な

るこ と を 目差 した い と言 って も よい 。人 生 に は無 限 に時

間 が与 え られて い る訳 で は ない か ら、明 らか に有害 愚 劣

なもの は 切 り捨 て て 、一 流 と言 われ る もの を視 るこ と、

聴 くこ と、味 わ う こと を先 ず心 が けた い もので あ る。

(眼 科 学 講座 教 授)

曾


